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１　はじめに

昨今、現代美術の領域でよく見聞きする
ようになった「アーティスト・コレクティ
ヴ（artist collective）」、「アート・コレクティ
ヴ（art collective）」、または「コレクティヴ

（collective）」。簡単にいえば美術家集団のこ
とである。以前であればコミュニティ、グルー
プと称されていたものが「コレクティヴ」1)

とその呼び方を変えてきたようにもみえる。
日本語の文献を確認すると 2016 年頃から

美術領域でコレクティヴの用語が表れ始めて
いるようだが、見聞きする頻度が増えたの
はここ数年と感じる。コレクティヴが注目
される１つの要因となったのは、2022 年 6
月 18 日～ 9 月 25 日にドイツ、カッセルで
開催された大型美術展「ドクメンタ（Docu-
menta）15」である。1955 年に始まり 5 年
に１度の周期で開催されてきた「ドクメンタ」
は、ドクメンタおよびフリデリアチヌム美術
館（Fridericianum Museum）という実行組
織に任命された芸術総監督が展覧会のテーマ
を設定し、世界中から現代美術の先端を担う
美術家を招待し、その作品を展示する。全体
を統括する１人のディレクターに、テーマの
決定、アーティスト選考などの権限をすべて
ゆだねるという形式に大きな特徴がある［暮
沢 2009: 175］2)。

この世界的に歴史があり影響力のある「ド

クメンタ 15」（15 は開催回数を示している）
の芸術総監督に、インドネシア、ジャカルタ
を拠点に活動するアート・コレクティヴ、〈ル
アンルパ（ruangrupa）〉が任命されるとい
う発表があったのは 2019 年 2 月だった 3)。
アジア出身者として、またコレクティヴとし
てドクメンタ史上初めての出来事に、美術業
界は一気にコレクティヴに興味を高めた。
〈ルアンルパ〉という美術家集団がヨーロッ

パで権威と歴史ある国際美術展を任されたと
いう出来事は、現代美術の今後の流れをみる
うえで重要なターニング・ポイントとなるだ
ろう。そこで本稿では現代美術領域における
コレクティヴについて概観したのち、〈ルア
ンルパ〉が目指すコレクティヴの持続可能性
という実践を、2016 年のプロジェクト《ル
ル学校》と、「ドクメンタ 15」のキュレーショ
ンから考察する。

キーワード
コレクティヴ、美術家集団、共同サイフ、アートの持続可能性
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持続可能なアート・コレクティヴの実践
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廣田　緑

写真１　�ルアンルパ、「ドクメンタ 15」のために選
抜されたメンバー

（出典：Universes in Universeno の HP）
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２　コレクティヴとは

2.1　�現代美術の流れ――「見せる」から「協
働する」へ

具体的な事例の前に、現代美術領域でその
実践が昨今注目されるコレクティヴについて
概観しておく必要があるだろう。そもそも現
代美術の定義（範囲）にはいくつかの考え方
がある。たとえば 20 世紀初頭のフォーヴィ
ズム・ドイツ主義以降とするもの、キュビズ
ム以降とするもの、20 世紀前半のシュール
レアリズム・抽象美術以降とするもの、第二
次世界大戦後とするものなどである。また
細かなタームで括ることをせず 20 世紀以降
の美術全体は現代美術として「20 世紀美術」
とする考え方もある。

これら現代美術の定義（範囲）がある中、
芸術大学出身の筆者は、「デュシャンが現代
美術のはじまり」と教わった記憶がある。「現
代美術のはじまり」に象徴されるマルセル・
デュシャン（Marcel Duchamp）の作品『泉

（Fountaion）』（1917） は、男性用小便器に
「R. Mutt」のサインが入っているだけのもの

だ。それまでの作品とは大きく異なり「視覚」
で鑑賞するのではなく「思考」で楽しむ作品
は、その後にコンセプチュアル・アートとい
うジャンルを生む契機ともなった。

20 世紀以降の美術が、何かを写実的に写
し取り、展示空間の中で台座に収まる、壁に
掛けられるという形式から脱却していく中
で、インスタレーションという作品形式も生
まれた。展示空間の中に複数の作品パーツを
設置して１つの作品とする形式である。時代
とともに進化する技術を表現に加え、ビデオ
や音響などを含めた作品も生まれている。

ここから一気に時代を進めよう。1998 年、
フランス出身のキュレーター、ニコラ・ブリ
オー（Nicolas Bourriaud）によって、作家
と作品の関係を「リレーショナル・アート（関
係性の芸術）」だとする見方が生まれた。こ
れは作品の内容や形式よりも関係を重んじる
芸術作品を示す語として 90 年代後半より広
く用いられていく。リレーショナル・アート
を実践する美術家パブロ・エルゲラ（Pablo 
Helguera）は、美術系教育機関で使用する
ために執筆したテキストを 2011 年『ソー
シャリー・エンゲイジド・アートのための教
育 (Education for Socially Engaged Art)』4) と
してまとめ、コミュニティ・アート、コラボ
レイティブ（協働型）アート、パーティシパ
トリー（参加型）アート、ダイアロジック（対
話型）アート、パブリック・アートなど、多
様な名称で特徴づけられてきた一連の実践に
対して、「ソーシャル・プラクティス」がソー
シャリー・エンゲイジド・アートを指す用語
としてもっとも広く使われていると示した。

1990 年代後半、ブリオーやエルゲラに
よって事例が示された、制作過程で周囲と「関
係」をもち「対話」しながら「協働」で作
り上げる作品の形態が生まれ、2000 年代に
入っても増加していったことがこれまでの記
述から明らかになった。しかし、こうした実
践を行う美術家が、個人で制作（プロジェク
ト実践と呼ぶ方がよいものもある）を行うに

写真 2　デュシャンの《泉》1917
フランクフルト現代美術館

「マルセル・デュシャン特別展」より
（2022 年 9 月 14 日廣田撮影）
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は限界もあり、専門的知識や経験をもつ他者
とのコラボレーション（共同作業）形態を選
択する美術家も生まれた。

2.2　現代美術領域におけるコレクティヴ
ロンドンの現代美術館テート・モダン（Tate 

Modern）公式ホームページが運営する美術
用語辞典で、アート・コレクティヴは以下の
ように説明されている。

共有するイデオロギー、美的感覚、政治
的理念によって結束した美術家の集団

（中略）今日はソーシャルメディアのお
かげで、アート・コレクティヴは非常に
グローバルで直接的行動を通して（社会
に：筆者註）変化をもたらす力を得た。
現在のコレクティヴは、現在この場にあ
る社会をどう変革することができるのか
を表現する集団だといえよう。5)（筆者
訳）

いっぽう国内に目を移し、コレクティヴと
いう語が現代美術の文脈の中で使われた例を
時間軸でみてみよう。筆者がインターネット
や文献を確認した中でもっとも初期だと思わ
れるのは、2016 年のあいちトリエンナーレ
でキュレーター服部裕之を含むプロジェク
ト・メンバー 6) が企画した「コレクティブ・
アジア－オキュパイ / 生存権 / ユーモア」7)

だ。プロジェクト・メンバーの１人、江上賢
一郎は、ロンドン大学大学院留学中よりイギ
リスはもちろんのこと、ベトナム、シンガポー
ル、台湾、韓国などのアジア圏を巡り、アー
トとアクティビズム、オルタナティヴな自立
空間のリサーチを行ってきた。彼は、コレク
ティヴについて次のように記している。

「コレクティブ」と言う「人々の集まり
のカタチ」がある。異なる専門や職業に
関わらず、共通の関心を持って社会や文
化に関わるプロジェクトをつくり出し、

実践している動きを指す。小さな友人関
係を基礎にしたものがほとんどだが、な
かには 40 名を超える集団もある。［江
上 2016a: 4］

また、コレクティヴの実践については「血
縁や地縁、または会社や学校等とは異なる組
織化のプロセスを有している。それは賃労働
による契約関係でも、政治結社的な徒党でも
なく、まず数人のグループが、現在直面する
社会、環境、経済、政治、文化の諸問題に対
して、自発的な対話のプラットフォームを
継続的に開くことからスタートする」［江上
2016b: 14］と記している。筆者はインドネ
シア現代美術を研究対象としてきたため、東
南アジアの他国の現状調査まで手が届いてい
ないが、江上の示すコレクティヴの定義は、
おおむね東南アジア一般に共通するものだと
いえるだろう。

つぎに美術誌の記述をみてみよう。「これ
からの美術がわかるキーワード 100」を特
集した『美術手帖』（2017 年 12 月号）には「単
独ではなく複数でチームを構成し、その集団
的主体性を１人のアーティストとする考え方
は 2010 年代に一般化した。その集団が長く
持続することはまれだが、そうだとしても期
間限定の生存戦略として割り切られている。
単独では生き残ることは難しいが、集団であ
れば活路を見出すことができるかもしれない
と考えられているからだ」［美術手帖編集部 
2017: 28］との説明がある。翌 2018 年の『美
術手帖』（4/5 月号）では「アート・コレクティ
ブが時代を拓く」という特集が組まれ、過去
に遡った美術運動などをコレクティヴとして
相関図なども提示されている。しかし同書で
は「自らをアーティスト・コレクティブと明
示的に名乗る集団は少なく、定義についても
納得できる答えは見つけ出せなかった。おそ
らく現状日本では、近年顕在化してきた集団
制作の傾向に対して与えられた曖昧な名称な
のだろう」［上妻 2018：73］との記述があり、
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美術展や美術誌で頻繁に目にする用語である
にもかかわらず、コレクティヴが明確に定義
づけられないでいる 8)。それに対し、2016
年のあいちトリエンナーレで「コレクティブ・
アジア」が企画され、具体的な事例と定義を
提示したことは、今になってみれば非常に重
要なコレクティヴ研究の礎だったと思える。

いっぽうインドネシアに目を移すと 2010
年に〈ルアンルパ〉の代表アデ・ダルマワ
ン（Ade Darwaman）が、リフキ・エフェン
ディ（Rifki Effendi）と共同で「フィクサー：
インドネシアのオルタナティヴ・スペースと
アート・グループ（FIXER: Pameran Ruang 
Alternatif & Kelompok Senirupa di Indone-
sia）」展をジャカルタで開催している。ダル
マワンは展覧会図録の中で「現代の美術家の
生存戦略として、散発的にも一時的にも既存
のインフラの不在を埋め、継続的に改善して
いくシステムが必要だ」［Darmawan 2010: 
10］といい、そのためには小さくてもモチ
ベーションのあるコミュニティから始まり、
各都市に生まれた集団間で機能するネット
ワークの形成の重要性を訴えている。2010
年のこの展覧会では「小さなコミュニティ」
は「グループ（kelompok）」と称されている
が、その後約 10 年を経て刊行された「フィ
クサー 2021」はその副題を「過去 10 年間
のインドネシア・アート・コレクティヴ記録

（Pembacaan Kolektif Seni Indonesia dalam 
Sepuluh Tahun Terakhir）」としており、過
去にはグループと呼んでいたものが時代とと
もにコレクティヴと変化してきたことが見て
とれる。2010 年の「フィクサー」展ではジャ
カルタ、バンドゥン、ジョグジャカルタ、ス
マトラ、スラウェシなどを拠点とする 21 組
が選考されたのに対し、「フィクサー 2021」
では 53 組が紹介されており、この 10 年間
にコレクティヴとして活動する集団が急激に
増加したことがよくわかる 9)。

2.3　「コレクティヴ」の先行研究
比較的新しいといえるコレクティヴの先行

研究に目を向けてみると、国外では 2007 年
に、美術史家、キュレーター、視覚芸術研究者、
ラテンアメリカ文学研究者ら 12 名による論
集 ［Stimson & Sholette 2007］ が刊行され、
各寄稿者の専門領域におけるコレクティヴを
事例に考察がなされている。たとえば近現代
美術史家の富井玲子は 1963 年に結成された
前衛美術家集団ハイ・レッド・センター 10)

と 1967 年に活動を始めた美術家集団プレ
イ 11) を取り上げ、日本におけるコレクティ
ヴ誕生を、美術家が独自に設立した団体展
まで遡っている ［Tomii 2007: 69-70］。また
Alan W. Moore は、1975 年から 2000 年ま
でのニューヨークに焦点を当て、いくつかの
コレクティヴ（彼はアーティスト・アクティ
ヴィスト・コレクティヴと記している）の地
域の文脈に寄り添った社会活動についての事
例を提示している［Moore 2007］。彼は日
本でもよく知られるフルクサス運動（Fluxus）
にも触れているが、これは「しばしば一緒に
仕事をするアーティストの、国境を越えたゆ
るいネットワーク」［Moore 2007: 201］で
あるため、本稿で考察するコレクティヴとは
異なる集団としておきたい。

アメリカの人類学者や社会学者によって設
立されたネットワーク「コレクティヴ・ウィ
ズダム・イニシアチブ（Collective Wisdom 
Initiative）」は「集合知（コレクティヴ ･ ウィ
ズダム）という研究分野について世界各地の
実践、理論、事例を収集し「集合（コレク
ティヴ）」は「多数の人間やものごとが、ひ
とつの集団またはまとまりとしてみなされて
いる状態」であり、集団の構成員間に接点や
類似性があるのが特徴だと記している［ブ
リスキン他 2010: 30］。彼らが提示する事例
は、たとえばカリフォルニアの全米農業労働
者組合、ある島に暮らす一族、ニューメキシ
コ州の男子修道院など多様だ。現代美術の領
域とはかけ離れているように見えるが、人間

国際ファッション専門職大学紀要FAB.indb   216 2023/04/14   16:19:10



217

FAB vol. 4 2023

が集まり１つの集団を形成するという意味で
は、筆者の研究の一助になる視座も含まれて
いる。

ブリスキンらは「縦と横の力」についても
論じている。縦の力とは従来の支配と強制の
関係性である。一方が他方に対する縦の力を
握ろうとするものである。それに対して横の
力とは、相関的で集合的なものである。横の
力は関与する人々の中から有機的に出現し、
利用されればされるほど強固に育つ［ブリス
キン他 2010: 128］。

その他の先行研究には日本のアーティスト
を事例にコレクティヴの定義づけを試みた 
石原葉［2018］、アート・アクティヴィズム
の視点から、木版画をメディアとして政治的
発言を行うマレーシアやインドネシアのコレ
クティヴを事例にした狩野愛［2016］など
もいる。こうした中で、インドネシアの美術
史、文化 ･ 歴史的背景からコレクティヴの生
まれる背景を考察した拙書［廣田 2022］は、
2020 年までのインドネシア現代美術の潮流
を詳述しており、先行研究としてはもっとも
具体的なコレクティヴ事例が多いのではない
かと思われる。しかしインドネシアという一
国での現状を示すに留まっており、アート・
コレクティヴについての総合的研究とはいえ
ない。

そこで本稿は、拙書［廣田 2022］で詳
述されているインドネシアのコレクティヴ

〈ルアンルパ〉に焦点を当て、その実践から

コレクティヴの目指す先について考察する。
2022 年 8 月にジャカルタで行った追調査の
資料を加え、コレクティヴの持続可能な実践
について考える。

３　�アート ･コレクティヴ〈ルアンル
パ〉の実践

3.1　�90 年代後半から生まれたインドネシ
アのコレクティヴ

〈ルアンルパ〉は 2000 年に 6 名のメンバー
によってジャカルタで設立され、いまでは
20 年以上の歴史をもつ“老舗”コレクティ
ヴだ。2001 年、ジャカルタで開催された展
覧会に集団名で参加して以来、一貫して「都
市の公共空間」をテーマにプロジェクト型作
品を発表している。集団としての展覧会参加
以外に、拠点での展覧会企画、討論会、映画
上映会、アートイン・レジデンスなど多様な
プログラムを実施してきた。こうした活動は
取り立てて特別なものではなく、美術家の実
践例としては複数の類を確認することができ
る。しかし〈ルアンルパ〉の活動はこれだけ
に留まらない。以下に彼らの企画開催する比
較的規模の大きなプログラムを挙げる。

7 結成した 2000 年に美術・文化をテー
マとして発行されたジャーナル『カルボン
(KARBON)』は、公共空間、都市の視覚文化
を主なテーマに据え、創造的で批判的な言論
を積極的に取り上げており、〈ルアンルパ〉

写真 3　「第 3回 OK. ビデオ展」会場の様子
（出典：ruangrupa の HP）

写真 4　第 5回 RRREC フェスの様子
（出典：RRREC Fest の HP）
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設立当初からの揺るぎない問題意識を示して
いる。2007 年からはオンライン ･ ジャーナ
ルとなり発信を継続している 12)。

2003 年開始の「OK. ビデオ：ジャカルタ
国際ビデオ・フェスティバル（OK. Video: 
Jakarta International Video Festival）」13) は
隔年で開催されるメディア ･ アートの展覧会
だ。今では国外からも多くのメディア ･ アー
ティストが参加している。

2004 年からはジャカルタ在住の学生を対

象に視覚芸術作品を紹介する「ジャカルタ摂
氏 32℃（Jakarta 32℃）」展が始まる。〈ル
アンルパ〉は、自らこれを主導するのではな
く、若手キュレーターや美術ライターに、展
覧会企画、評論や作品設置といった運営の実
践に触れる機会を与えている。このように、
展覧会が出品者以外の関係者の挑戦の場とし
て機能するというのは、非常にユニークなア
イデアだ。こうしたイベントに関わった者が

〈ルアンルパ〉の活動そのものに興味をもち、

表１　インドネシアの代表的コレクティヴ

1998 タリン・パディ
Taring Padi 

（ジョグジャカルタ）

国立芸術院ジョグジャカルタ校出身者 16 名で結成。メンバーの入れ
替えを繰り返し、木版画を主としたメディアを駆使した社会活動を実
践。「ドクメンタ 15」では展示した一部の作品が反ユダヤ主義と厳し
く糾弾され作品撤去となった。一部のメンバーは個人名での作品制作・
発表も行う。

1999 クンチ文化研究センター 
KUNCI Cultural Studies Center 
( ジョグジャカルタ )

歴史家、美術家、哲学者、アクティヴィスト、教育者など異なる背景
のメンバーで結成。ジェンダー研究、デジタル文化研究、ポストコロ
ニアル研究の論考や書評を積極的に発信している。

2000 ルアンルパ 
ruangrupa 
( ジャカルタ )

ジャカルタとジョグジャカルタの芸術系大学出身者 6 名が結成。現在
ではインドネシア最大のコレクティヴとして美術、音楽、映像、教育
など多様な実践を行う。若手へのコレクティヴに関するワークショッ
プで育成にも力を入れている。

2002 ルアン ･ メス 56
Ruang MES 56 
( ジョグジャカルタ )

国立芸術院ジョグジャカルタ校出身者で現代写真を制作する美術家に
よって結成。拠点では展覧会、討論会、ワークショップなどを積極的
に行う。一部のメンバーは個人名での作品制作・発表も行う。

2003 フォルム・レンテン★
Forum Lenteng 
( ジャカルタ )

11 名で結成。ビデオ制作と討論会に焦点を当てた活動を行う。2015
年から 2018 年まで〈ルアンルパ〉、〈セルム〉と協働でサリナ倉庫エ
コシステムを運営した。

2006 セルム★ 
Serrum 
( ジャカルタ )

ジャカルタ教育大学出身者 8 名によって設立。現代美術を通じて社会
問題、教育問題に関わる実践を行う。
2015 年から〈ルアンルパ〉、〈フォルム・レンテン〉と協働でサリナ
倉庫エコシステムの運営に関わった後、2018 年から拠点を移し、〈ル
アンルパ〉、〈グラフィス・フル・ハラ〉と協働でグッスクル（後述す
る）を運営している。

2012 グラフィス・フル・ハラ★ 
Grafis Huru Hara 

（ジャカルタ）

〈セルム〉のワークショップなどに参加していたジャカルタ教育大学
出身者によって設立。印刷物をメディアとして、シルクスクリーンの
実験、ワークショップの他、展覧会、版画教室、版画に関する出版プ
ロジェクトなどを行う。2018 年から〈ルアンルパ〉、〈セルム〉と協
働でグッスクルを運営している。

2012 ライフパッチ
Lifepatch

（ジョグジャカルタ）

科学、美術、建築領域から 11 名が集まり結成。ジョグジャカルタの
街のサイズに適したワークショップを中心に、地元住民とともに学ぶ
プログラムを実践している。

［廣田 2022］をもとに加筆。最新のコレクティヴの定義をもってすれば、より多くのコレクティヴを追加するこ
とができるが、本稿ではメンバーが美術系大学出身者であるものに限定した。また〈ルアンルパ〉と協働してい
る / していたコレクティヴには★を付けた。
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ボランティアとして関わり、やがては責任あ
る役割を与えられ自分の仲間を誘う。こうし
て現在では、広義に〈ルアンルパ〉と関係す
るメンバーは 100 人を超える 14)。

増加した〈ルアンルパ〉メンバーの音楽領
域を得意とする者たちにより、2011 年から

「RRREC フェス（RRREC-Fest）」15) も始まっ
た。世界中のミュージシャン、コミュニティ、
アクティヴィスト、音楽イベント・オーガナ
イザーらが団結する野外音楽祭だ。専門的な
音楽に特化するのではなく、ネットワーク構
築が最大の目的だとしている。上述した美術
展、音楽祭は〈ルアンルパ〉が始めたもので
はあるが、コレクティヴ名が前面に出てはい
ない。20 年近い歩みの中で、新たにメンバー
となった次世代に、それぞれのイベントを任
せ、運営ができるように設立メンバーが見
守っている。
表１は 1990 年代後半以降に設立され、現

在も活動しているコレクティヴをまとめたも
のである。この中にはメンバーが固定してお
り、プログラムによって限定的にメンバーを
増やすという運営法を採用しているものも
あるが、〈ルアンルパ〉の場合は多様なプロ
グラムを継続的に運営していく中で、それ
ぞれの継続プログラムに対して責任者を置
き、必要に応じてメンバーを増やしていくと
いう運営法をとっている。1990 年代後半か
ら 2010 年頃に結成したコレクティヴと比較
すると、それ以降に結成されたものは非美術
系大学出身者による映画、グラフィティ、書
籍に特化したコレクティヴなどが生まれてい
る。

3.2　�コレクティヴ群の共同サイフ「コレ
クティヴの壺」

前述した〈ルアンルパ〉の実践をみていく
と、わずか 6 名で始まった活動が少しずつ
拡大し、イベントごとにデザイン、建築、音楽、
演劇など多様なジャンルの仲間とコラボレー
ションしてネットワークを構築していったこ

とがわかる。彼らは集団としての成功を独占
するのではなく、知識、経験をホリゾンタル

（水平）に共有し、新たな仲間を増やす。こ
の実践はブリスキンらが記した「相関的で集
合的な横の力」であり、「関与する人々の中
から有機的に出現し、利用されればされるほ
ど強固に育つ」［ブリスキン他 2010: 128］。
今では 40 ～ 50 代になった初期メンバーは、
次世代教育とネットワーク構築こそが彼らの
ミッションであると考え、上下関係ではなく、
水平な横の関係を強固に築いている。

2012 年〈ルアンルパ〉は、当時共同で
イベントを企画運営する機会が増えていた

〈フォルム・レンテン（Forum Lenteng）〉16)

と〈 セ ル ム（Serrum）〉17) を 誘 い 3 コ レ ク
ティヴが、それぞれの経済力に応じて活動資
金を「共同サイフ（Collective Pot）」18) に貯
めるシステムを採用した。いずれかのコレク
ティヴがイベント実施のため資金が必要にな
れば、そこから資金を引き出す。イベントで
収益が出れば、共同サイフに戻すというシス
テムだ。日本の無尽を想像すればよいだろう。

2018 年 12 月、〈ルアンルパ〉はそれまで
協働してきたコレクティヴ〈セルム〉〈グラ
フィス・フル・ハラ〉とともに「グッスク
ル：コレクティヴ研究＆現代美術エコシステ
ム（GUDSKUL: Studi Kolektif dan Ekosistem 
Seni Rupa Kontemporer）」 の 運 営 を 始 め、
今に至る。グッスクルでは図 1のように、収
益の出る活動を行う部門（事業空間）、コレ
クティヴとエコシステムについて研究する部
門、そして各コレクティヴによる実践を進め
る複合アートコレクティヴの部門に分かれて
いる。事業空間では、コンサルティング、アー
ティストの仲介、敷地内に設置されたスタジ
オのレンタル、美術品の梱包輸送、受注制作
などを行っており、業務で得た収益は「共同
サイフ」に蓄えられる。

コレクティヴ研究部門では過去に、コレク
ティヴ文化の課題、コレクティヴ調査、コ
レクティヴの持続可能性戦略などをテーマ
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に研究が進められた。前述の「フィクサー
2021」もこの部門による調査結果をまとめ
たものだ。複合アートコレクティヴ部門の各
コレクティヴが行うプログラムには外部講師
を招聘して行うショート ･ コースもある。開
講科目には版画探求、展覧会企画運営、美術
品輸送、ファッション・ブランディングとア
イデンティティ、脚本執筆入門、樹脂アクセ
サリー製作などがあり 100 ～ 200 万ルピア

（約１～ 2 万円）の受講料も「共同サイフ」
で管理される（図 1 参照）。

かつての「共同サイフ」は現在、米倉を意
味する「ルンブン（Lumbung）」と呼び名を
変え、ファイナンス、知識、プログラム（の
ノウハウ）がここに蓄えられる。そしてそれ
を皆でシェアすることは「収穫を分配する」
ことだと説明される。

3.3　�あいちトリエンナーレで試された「共
同サイフ」

他のコレクティヴを誘いグッスクルの名
で活動を始める 2 年前、〈ルアンルパ〉は
2016 年開催のあいちトリエンナーレ ( 名古
屋の愛知県美術館をメイン会場として 3 年
に１度開催される国際美術展 ) に招待されて
いる。筆者は〈ルアンルパ〉代表アデ・ダル
マワンの希望で、会期中〈ルアンルパ〉プロ
ジェクト ･ コーディネーターを任命され、そ
の実践を準備段階から彼らの帰国まで、余す
ことなく参与観察する機会を得た。本節では、

筆者がみた「共同サイフ」の実践について記
す。
〈ルアンルパ〉はこの展覧会で会期中つね

に進行形なモノを見せるプランを示してい
た。それは《ルル学校（Institut RURU）》19)

と名付けられ、学校の看板には「節約・多産・
幸福」のスローガンが、会場内には「アート
より友達」という言葉が、布を切り貼りした
タペストリーにして掲げられた。
《ルル学校》は会期中、彼らが学びたい知

識をもった現代美術家、地理学者、歴史人類
学者、市の都市整備部担当者、雑誌編集者、
まちづくり協議会担当者など、さまざまな領
域の“講師”を選び、彼らに無償での「公開
クラス」講義を依頼した。講義を聞くことが
できるのは一般の来場者である 20)。全 12 回
の「公開クラス」の他、入れ替わりで来名す
る〈ルアンルパ〉メンバーの専門性に応じた
短期イベントやレクチャーも行われた。

もう１つの重要なプロジェクトは、会場で
ある長者町繊維問屋街周辺にみられる都市な
らではの問題、または参加者の暮らしの中で
感じる町の課題点について、《ルル学校》会
期中に〈ルアンルパ〉メンバーと対話をしな
がら解決策を見つけ、会期最後の 1 週間、《ル
ル学校》で展示するというものだった。公開
応募で集まった 10 名のメンバーは「友達」
と呼ばれた。ここにも彼らの「上下の関係で
はなくホリゾンタルな関係」という思いが反
映されている。

これら一連の活動は、前述した実践からも
非常に自然な流れとして理解できるだろう。

共同サイフ

ルンブン

【事業空間】

【コレクティヴ研究】 【複合アートコレクティヴ】

・コンサルティング
・アーティスト仲介
・スタジオのレンタル
・美術品の梱包輸送
・受注制作

・コレクティヴとエコシステムに
関する研究

・さまざまな学びの場

・３コレクティヴ
〈ルアンルパ〉＋〈セルム〉＋
〈グラフィス・フルハラ〉
・定期的なイベント開催
・ラジオ局、ギャラリー、ショップの
運営など

ファイナンス

プログラム知識

図 1　グッスクルが目指すアートの自己持続可能性

写真 5　�あいちトリエンナーレで使用したルル学校
看板（廣田蔵）
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そして《ルル学校》で試されたのが「共同サ
イフ」だった 21)。それは以下のようなもの
である。一般的に美術展が行われる場合、出
品作家は作品制作費を受け取る。〈ルアンル
パ〉は《ルル学校》という作品制作（運営する）
予算を美術展主催者から受け取っていた。大
半の美術家はそれを材料の購入に充てるわけ
である。しかし彼らは展覧会の前に会場を《ル
ル学校》にするための予算のみを使い、残額
を 10 名の「友達」に分配したのである。分
配は一律ではなく、10 名それぞれに予算を
含めた「企画書」を提出してもらい、〈ルア
ンルパ〉が内容を精査した後に支払うという
方法だった。こうして 2016 年 8 月 11 日か
ら 10 月 23 日まで約 100 日間に渡って対話
を続けてきた《ルル学校》の「友達」は、そ
れぞれに都市の問題を形に表し展覧会の最終
日には卒業式も行われた。
《ルル学校》で〈ルアンルパ〉が期待した

のは、展覧会中に完結する作品ではなく、そ
の周辺の人々すべての人を巻き込む行為と、
ここから育って増殖していく「友達のネット
ワーク」だった。彼らのプロジェクト型作品
の評価は、友達が展覧会後にも何らかのアイ
デアを膨らませ、社会に働きかけて発信する、
あるいは、そういった意識をもち続けるかど
うかで評価される。

2016 年に試された日本の「共同サイフ」
と「友達のネットワーク」の実践が、6 年を

経てドイツ、カッセルで開催された「ドク
メンタ 15」において国際規模で実践された。
次節では筆者の現地調査と〈ルアンルパ〉か
らの聞き取りをもとに、「共同サイフ―ルン
ブン」についてみていく。

3.4　�「ドクメンタ 15」の共同サイフ－ル
ンブン（米倉）

1955 年、ドイツのヘッセン州カッセルで
始まったドクメンタは当初、ナチスに退廃芸
術の烙印を押されたドイツ美術の名誉回復を
最大の目的としていた。その後 5 年毎（当
初は 4 年毎）の開催を経て徐々にその目的
を変え、現在では現代美術の最先端を紹介
する国際展として広く知られ［暮沢 2009: 
174］、2022 年の開催で 15 回を迎えた。

6 月 18 日から 9 月 25 日の 100 日間、メ
イン会場であるフリデリアチヌム美術館の
他、32 カ所の会場で開催された「ドクメン
タ 15」の芸術監督〈ルアンルパ〉が掲げた
キーワードはインドネシア語で米倉を意味す
る「ルンブン」である。国際的美術展のテー
マが英語でもドイツ語でもなくインドネシア
語だということは非常に珍しいことだといえ
る。

従来の方法を打ち破ったのはそれだけでは
ない。〈ルアンルパ〉のメンバーのうち 2 名
は開催の 2 年前から家族とともにカッセル
に移住し、展覧会の準備をしながらカッセル

写真 6　ルルハウス
（2022 年 9 月 11 日廣田撮影）

写真 7　ドクメンタ情報センター
（2022 年 9 月 11 日廣田撮影）
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の住民たちと草サッカーをし、公園で語り
合ってその場と人のネットワークを地道に築
いた。5 名の協力者を集め芸術チームをつく
り、世界各地から 14 のコレクティヴを選考
して「ルンブン・メンバー」と名付けた。ル
ンブン ･ メンバーは与えられた予算、展覧会
場をいかに使うかを話し合いのもとで決定
し、さらに各メンバーが招待したい美術家や
コレクティヴを選考した。

制作費はルンブンに集められ、集会で集団
意思決定システムに従い、各参加者に公平に
分配された。14 のルンブン・メンバーには
18 万ユーロ（約 2,450 万円）の制作予算と、
2.5 万ユーロ（約 340 万円）の前払い予算を
配分し、各メンバーが招待したアーティスト
やコレクティヴには約 6 万ユーロ（約 820
万円）の制作予算の他、前払いの資金として
コレクティヴに 1 万ユーロ（約 136 万円）、
個人には 5 千ユーロ（約 68 万円）を配分した。
制作費の他に、共同運営で 1 グループあた
り 2 万ユーロ（約 270 万円）の共同サイフ
用予算が割り当てられ、使い道はアーティス
ト自身に委ねられた［Hibino 2022］。
［https://wired.jp/article/documenta15-

ruangrupa/　2022 年 9 月 30 日閲覧］。
こうした集団的な制作方法を可能とする持

続可能性なサイクルは、《ルル学校》で試さ
れグッスクルで実践してきたこと（図 1）を

反映している。
《ルル学校》でもっとも長く名古屋の会

場に滞在しキュレーターとしてプロジェ
クトをとりまとめたレオナル・バルトロ
メ ウ ス（Leonhard Bartolomeus） は 語 る。	

『ドクメンタ 15』であのような突拍子も
ないアイデアを実践できたのは、実は《ル
ル学校》の経験があったからなのです。
思い出してみてください。10 名の友達
を信じて我々が託した予算で、彼らは自
己責任において個々のプロジェクトを進
めました。一部は今でも都市問題と向き
合う移動カフェを実践している。そして
6 年経った今も友達のグループ・メール
に近況を送ってくれる。《ルル学校》の
グローバル版が『ドクメンタ 15』なの
です 22)。

「共同サイフ」は「ルンブン」に、「アート
より友達」は「アートよりも友達をつくろう

（Not Art, Make Friend）」のスローガンになっ
て「ドクメンタ 15」に反映されている。

４　コレクティヴの生き残り戦略

現代美術の表現が多様化する中、美術館や
ギャラリーといった既存の展示空間から脱却
し、自分たちの地域に根ざした社会問題を
テーマに、それぞれの活動エリアで周辺の
人々を巻き込みながら協働型、参加型、対話
型アートといった形態に向かうコレクティヴ
が 1990 年代後半頃から世界中で生まれた。

従来の絵画や彫刻作品であれば、美術市
場で作品を販売することも可能だが、プロ
ジェクト型の作品が購入されることは稀であ
る。比較的大きな展覧会に招待を受けた場合、
アーティストは制作費を含めて収入を得るこ
ともあるが、こうした一過性の収入で長期的
にコレクティヴが活動することは非常に難し
い。そうした状況を自ら体験してきた〈ルア

写真 8　�フリデリアチヌム美術館に入って最初に目
に飛び込むグッスクルの展示

（2022 年 9 月 11 日廣田撮影）
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ンルパ〉は、アートの持続可能性を追求し、
さまざまなプロジェクトを通してネットワー
クを国内外で拡張した。そしてコレクティヴ
同士が、それぞれの知識、経験、収入をすべ
て共同サイフに蓄え、必要に応じて共有する
システムにたどり着いた。これが国内外の助
成金を獲得しながらイベントをつくってきた
彼らが、より長い目で外部の支援に頼ること
なく、自立して活動を継続させるための自己
持続可能性実現の実践だった。

このアイデアを〈ルアンルパ〉は「ドク
メンタ 15」で反映させた。彼らの挑戦は 2
つある。1 つはコレクティヴが生き残ってい
くためのアートの持続可能性、そしてもう 1
つは国際美術展の制度に対する挑戦だ。多く
の美術展ではキュレーターが参加作家を選
び、そのシステムは上下関係に見える。彼ら
は芸術監督でありながらも、可能な限り参加
者との水平な関係を目指した。こうした態度
は、現代美術領域に限らず、コミュニティの
これからのあり方を示すものとして興味深
い。
「ドクメンタ 15」は閉幕したが、彼らの狙

いはここで終わらない。《ルル学校》の実践
同様、この展覧会によってカッセル住民が都
市問題やアートに接近し社会を変える力に
なっていくこと、そして展覧会で生まれたコ
レクティヴのネットワークが地球規模で手を
取り合い、持続可能なアートのエコシステム
を構築する。これが形になったときに、芸術
監督としての〈ルアンルパ〉が正しく評価さ
れるのではないだろうか。

５　おわりに

本稿では、昨今現代美術の領域で注目され
るコレクティヴについて、美術史の中での立
ち位置と実践内容、美術家集団という運営形
態に着目して、インドネシアのコレクティヴ

〈ルアンルパ〉を事例とし、これまでの調査
で得たデータをまとめた。彼らの実践から、

現代美術という領域が音楽、映像といった他
の文化活動までに拡大し、アクティヴィスト
ともいえる、行為そのものを周囲の人々と協
働して行う社会性のある実践になっているこ
とを示した。助成金を得て一過性のイベント
を行うのではなく、集団として生き残るため
の自己持続可能性を追求し、コレクティヴが
集まり「共同サイフ」に知識、ファイナンス、
プログラム（のノウハウ）を集約させ、必要
に応じて共有するサイクルが過去の展覧会で
試されたことも見てきた。

本研究には、まだ多くの課題と筆者自身の
疑問がある。「ドクメンタ 15」を見て感じた
ことは、制作に関わったコレクティヴと協働
者間ではプロジェクトの過程で共有できるも
のがあるが、第三者（鑑賞者）が見たとき、
その内容はどこまで伝えられるのかという点
である。また、美術教育を受けていない集団
が権威ある“現代美術”の国際美術展に参加
した場合、現代美術の定義（範囲）はどのよ
うに認識されていくのかという点についても
非常に気になった。

アーティスト活動を継続している筆者に
とって、美術は視覚的に心を動かすもので
あってほしいという想いがある。デュシャン
の『泉』は視覚的に直接「美」あるいは美的
価値に結びつくものではないかもしれない
が、目の前のオブジェは見る者を「思考する
楽しみ」へと誘う。いっぽう「ドクメンタ
15」で示されたプロジェクトの多くは 100
日間の開催期間中にそこに参加することでそ
の意図が伝わる、参加者同士がネットワーク
を構築し、それが展覧会後にも継続していく
ということに重点が置かれていた。言い換え
れば参加したコレクティヴと協働者だけで楽
しむものと受け取られる可能性も充分にあ
る。
〈ルアンルパ〉が提唱した「ルンブン」の

コンセプトは、参加した各国のコレクティヴ
にとっては重要なアイデアとなり、今後の
ネットワーク形成にも大きな役割を果たすだ
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ろう。しかし行為者ではない鑑賞者にとって、
この展覧会がどこまで伝わるものだったのか
は疑問が残る。コレクティヴの実践から観客
は何を学べるのか、引き続きの調査で考察を
より深めていきたい。

追記：本研究ノートは JSPS 科研費若手研究
「インドネシアを中心とする東南アジアの美
術家集団にみる現代美術の社会的役割の考
察」（20K12900）のために行った調査の一
部をまとめたものである。2022 年 8 月 17
日～ 24 日のインドネシア、ジャカルタ調査、
9 月 9 日～ 15 日のドイツ、カッセルで開催
された「ドクメンタ 15」視察で得た情報と、
事前に収集したデータや聞き取りを使用して
いる。

〈注〉
1)　本稿では英語の collective、alternative
など ve を「ヴ」と表記しているが、引用し
た原文がブで表記されている場合には「ブ」
で表記した。
2)　1990 年代以降、国際展は雨後のタケノ
コのように増えるが、広州、釜山、上海、台
北、シンガポールなどの都市で開催される国
際展も、ディレクターに大きな権限を与える
ドクメンタ式運営方法を採用している［暮沢
2009: 175］。
3)　ARTiT ホームページ　
https://www.art-it.asia/top/admin_ed_
news/197963　2022 年 9 月 15 日閲覧。
4)　エルゲラのソーシャリー・エンゲイジド・
アートに関するテキストは 2015 年に和訳さ
れた『ソーシャサリー・エンゲイジド・アー
ト入門――アートが社会と深く関わるための
10 のポイント』（フィルムアート社）として
刊行されている。
5)　テート現代美術館ホームページ
https://www.tate.org.uk/art/art-terms/c/
collective　2022 年 9 月 15 日閲覧。 
6)　服部の他、江上賢一郎（アートアクティ

ビズム研究）、趙純惠（現福岡アジア美術館
学芸員）、小山冴子（福岡のアートスペース・
テトラ、メンバー）に、「あいちトリエンナー
レ 2016」芸術監督の港千尋が構想に加わっ
た［服部 2016: 5］。
7)　あいちトリエンナーレ公式ホームページ
https://collectiveasia.tumblr.com/　2022 年
9 月 30 日閲覧。
コ レ ク テ ィ ヴ・ ア ジ ア　 フ ェ イ ス ブ ッ ク
ア カ ウ ン ト https://www.facebook.com/
CollectiveASIA/　2022 年 9 月 30 日閲覧。
全 10 回のスピーカーとタイトルは次の通り。
第 1 回 『オキュパイ / 生存権 / ユーモア』

あいちトリエンナーレ 2016 総合芸術監督、港
千尋

第 2 回 『インドネシアの状況とルアンルパの活動につ
いて』
レオナル・バルトロメウス（〈ルアンルパ〉キュ
レーター）＋廣田緑

第 3 回 『もうひとつの場所をつくる――オルタナティ
ブ・スペースと路上について』
下道基行（アーティスト）

第 4 回 『シンガポールの美術館とオルタナティブ・ス
ペースの関係性』
シャーメーン・トー（シンガポール国立美術館
キュレーター）

第 5 回 『超過密都市に公共圏の種を撒く。香港アーバ
ン・ガーデニングとストリートデザイン』マイ
ケル・ルン（デザイナー・都市農園家）

第 6 回 『人間や動植物が〈移住〉することとは何か？
――外国人移住労働者と協同する mixrice の
ソーシャルプロジェクトを事例に』
チョ・ジウン＋ヤン・チョルモ（アーティスト）

第 7 回 『コレクティヴ・アジアと雑誌の力――芸術批
評誌 ACT と台南のアート』
ゴン・ジョジュン（国立台南藝術大学教授）

第 8 回 『制度の外部で研究を続けていくこと――ジョ
グジャカルタのインディペンデント・リサーチ・
センター〈KUNCI〉の実践』
アンタリクサ（KUNCI 文化研究所設立メンバー、
歴史研究家）

第 9 回 『境界線を超えつつ、日常に問いを差し込んで
いくこと。Dislocate ＋多様な声の表現と対話の
場　交 - 差 - 転』
太田エマ＋ジョン・パイレツ ( アーティスト )、
小川希（アートセンター・オンゴーイング代表 )
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第 10 回 『コレクティブ・アジア　ラウンドテーブル―
―余白の時間を共有する』
プロジェクト・メンバー＋観客

8)　そもそも 1 冊の雑誌が「アート・コレ
クティブ」を特集していながら、アーティス
ト・コレクティブ、コレクティブなど表記に
ブレがあり、具体的な美術家集団の紹介でも
コレクティブ、グループ、集団、コミュニティ、
組織など、さまざまな表現をしていることか
らも、現時点で「コレクティヴ」を明確に理
解、あるいは定義づけできていないことがわ
かる。
9)　フィクサー公式ホームページ
https://www.fixer.id/en/maps　2022 年 9
月 30 日閲覧。
10) メンバーは高松次郎、赤瀬川原平、中西
夏之。当時は美術領域に限らない過激なパ
フォーマンスで世間の注目を集めた。
11) 関西を拠点に活動する集団で現在まで流
動的なメンバーで継続されている。過去に
関わったメンバーは 100 名を超えるといわ
れる。2016 年には国立国際美術館で「THE 
PLAY since1967 まだ見ぬ流れの彼方へ」展
が開催された。本稿が先行研究として挙げた

『モダニズム以降のコレクティヴィズム――
1945 年以降の社会的イメージの芸術』の表
紙は《La Seine 現代美術の流れ》の記録写
真である。
12) KARBON ホームページ
https://ruangrupa.id/jurnal-karbon/　2022
年 9 月 18 日閲覧。
13) 2005 年までの名称は「OK. ビデオ：ジャ
カ ル タ・ ビ デ オ 芸 術 祭（OK.Video Jakarta 
Video Art Festival）」。
14) 〈ルアンルパ〉は固定されたメンバーシッ
プをもたない。イベントごとに責任者を立て
ているが、その下で運営を担うメンバーは責
任者に任される。広義での〈ルアンルパ〉メ
ンバーは、自身がそのメンバーであるという
意識よりも、ジャーナル『カルボン』のメン

バー、「ジャカルタ摂氏 32℃」のスタッフと
いう意識をもっている。
15) RRREC Fest ホームページ
http://rrrec.ruangrupa.org/web/about/　
2022 年 9 月 30 日閲覧。
ruangrupa ホームページ内 RRREC Fest ペー
ジ
https://ruangrupa.id/rrrec-fest/　2022 年 9
月 30 日閲覧。
16) 〈ルアンルパ〉の設立メンバーの１人で
あるハフィス・ランチャジャレが代表となり、
学生、美術家、研究者らによって 2003 年に
設立。アートやメディアを通して社会問題に
ついて議論し、知識を深めることを目的とし
ている。
17) 2004 年〈ルアンルパ〉が開催した「ジャ
カ ル タ 摂 氏 32 ℃」 展 参 加 を 機 に、06 年
ジ ャ カ ル タ 教 育 大 学（Universitas Negeri 
Jakarta、旧 IKIP:Institut Keguruan dan Ilmu 
Pendidikan）出身者 8 名で結成。おもに美
術と教育をつなぐプロジェクトを実施すると
ともに、活動費を確保するために美術設営の
会社も運営している
18) 直訳では「コレクティヴの壺」だが、し
くみを聞き内容を理解したうえで「共同サイ
フ」と訳した。
19) ruangrupa ホームページ内ルル学校ペー
ジ
https://ruangrupa.id/dt_gallery/ruru-
gakko/　2022 年 11 月 15 日閲覧。
20) 〈ルアンルパ〉が作成したホームページ
では全レクチャーの動画が見られる。

《ルル学校》ホームページ
https://ruruaichi.wordpress.com　2022 年
9 月 30 日閲覧。
21) 「ドクメンタ 15」が閉幕した翌日となる
2022 年 9 月 26 日、《ルル学校》の総担当
者レオナル・バルトロメウスから聞き取った。
22) 2022 年 9 月 26 日、名古屋で行った聞
き取りによる。
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This paper is a research note on the artist group “Collective,” which has been attracting 
attention in the contemporary art field since 2010. After an overview of the background 
of the background to an emergence of the collective form and its practice, I have been 
conducting research, including participant observation, for more than 10 years. What I got 
from the research so far is, (1) Artists formed a group as one of the strategies for survival. (2) 
Collectives are collaborating with each other with the goal of sustaining art for the long-term 
continuation of their activities.

The collective’s sustainability was tested at Documenta 15, an international art exhibition 
focused on collective in 2022. The “Collective Pot (joint wallet)” practiced by ruangrupa 
functioned under the theme of “Lumbung.”

Keywords
Collective, Artist group, Collective Pot, Art sustainability

Sustainable Art Collective Practices:
Consider from “RURU Gakko” and DOCUMENTA15

Midori Hirota
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